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Summary

Ellects of ringing tinle on 3o、ver bud formation and nutrient status of leaves and

stems were investigated by employing mature」apanese plun(Pttntts sα[tCとna Lind

cv.Ohishi―wase)trees.Ringing was pelformed atthe base of main branches evett earけ

montll ll‐om lVIay to 2生ugust. Both nower bud percentage and numbers/10cm shoot、vere

greatest in June―ringing.NIay ringing reduced leal N and P content.RInging at ally tiIIle

increased tlle content of all sugar components except sucrose in leaves but there、vas no

apparent attect upon sugar content in stems. Sttrch content in leaves and stems was

highestin」une―ringing and ttlay―ringing, respectively

緒   H

本学部附属農場のスモモの収量は、ピーク時の平成 5年度には1,087kgだったのに対 し、平成 8年

度には30(g程度と激減 した。この原因として、ニホンスモモ
.大

石早生
'の

着花量の減少が挙げられ

る。そのため、同国内で混植し、受粉樹となっている .ソルダム
'の

収量も減少した。花芽数は樹勢

に関係することは良く知られている。樹勢調節の方法としては環状剥皮、スコアリング、結縛処理お

よび断根などがある。これらの処理を施すと樹勢が抑制され花芽が着くことは、様々な果樹において

報告 されている45い
。しかし、確実に花芽を着生させるためには、処理の時期や方法あるいは処理樹

の樹勢や着果量の違いが樹体に及ぽす影響を明確にしていくことが不可欠といえる。

本研究では環状剥皮処理の時期の違いがニホンスモモ
`大

石早生
'の

花芽形成、業および茎内成分

含壁に及ぼす影響を調査 した。

材料および方法

1997年、列間 6m、 樹問 6mで 植栽されたニホンスモモ `大石早生
'14年

生樹を供試し、処理時期

を変えて環状予」皮を行った。処理日は 5月 7日 、6月 2日 、 7月 1日 および 8月 1日で、分枝部より
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20cm上のi枝 に10mm幅で環状求1皮を行い、直ちに剥皮部をビニールテープで校覆した。処理区、無処

理区とも各 3樹供試 した,

9月 1日 に各処理区の新梢60本を供試し、新梢長、花芽数および芽数を損1定した!ま た、新梢10cm

当たりの花芽数および花芽率(花芽数/総芽数)を算出した.

さらに、新梢の中央部分の実および室を採取 し、成分分析に用いた.ヽ は粉砕 した試料0.02gを用

い、CNコ ーダーで淑1定した.そ の他の成分は試料 lgを 灰化 し1:4 HClで 溶解 し一定量とした

後、Pは 光電光度計によるリン酸比色法(波長 :730m μ)、K、Ca、Mg、 Cu、Fe、Mnお よび Znは 、

原子吸光光度計を用いて分析 した.可 溶性糖含量は、乾燥 した粉末試料25mgを内部標準として1,3,5

triphenylbenzene(l mg/例を)を含む 1純〃ピリジンに溶解 し、その一部(20 μl)を取 り乾燥 させ、常法に

ょって TMS化 したものをガスクロマ トグラフにかけ、シュクロース、グルコース、フラク トース、

ソルビ トール、ガラク トースを求め、5糖 の合計値を全精合量とした。デンプン含量は Catterらの

方法
いによって測定 した。

結果および考察

本実験で供試 したニホンスモモ
`大

石早生
' に

おいて、環状剥皮処理を施 した 5月 から8月 は果実

肥大 ・成熟郷1にあたる。また、新梢の生長は5月 に、新根の発達も5、 6月 にピークに達する.一方、

花芽分化は7月頃に内的に始まり、盛夏丹1の8月 に最も活発化し、8月下旬には肉眼でも花芽の形態

が確認できるようになるり
。

(1)花 芽形成

第 1図 に各処理における新梢10cm当たりの花芽数を示 した。6月剥皮区が13.71□/10cmと最も多く、

次いで 7月剥皮区、 5月 剥皮区、無処理区、 8月 刑皮区の順となり、 8月 剥皮区の花芽数は5月剥皮

区(p<0.05)、 6月 剥皮区および 7月剥皮区(p<0.001)よりも有意に少なかった。

第 2図 に各処理における花芽率を示 した。 6月剥皮区が70.6%と最も高く、次いで無処理区、 5月

剥皮区、 7月 剥皮区、8月剥皮区の順となり、 8月 求1皮区の花芽率は 6「1剥皮区および無処理区より
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も有意(p<0.001)に低かった=

今回の実験においては、新梢10cm当たりの花芽数及び花芽率は、ともに6月剰皮区が最も高く、 6

月の環状剥皮処理がニホンスモモ
!大

石早生
す
の花芽分化促進に最も有効であるという傾向があった.

これは、6月 における新梢の栄貴状態と前述の花芽形成時期との関連性を示すものである.新 梢の充

実 した6月 に環状剥皮を施すことで、主技上部で形成 された光合成物質が幹や根への転流を阻止さ

れ、その結果新梢に炭水化物が蓄積し、花芽の形成を促進 したことによると推客 されるⅢ
.一 方、8

月剥皮区は無処理区よりも11が低く、この時期の剥皮処理は花芽分化をむしろ抑制するものと考えら

れた.こ れは、環状剥皮部のカルスの形成速度は高温であるほど大きくなり、夏季の高温条件下で早

期に癒合すると花芽分化促進の効果が現れなかった'という報告と一致 した.

(2)葉 内無横成分含量

第 1表 に各処理における葉内無機成分含量を示 した。本実験でのN含 量は2.0%前 後で推移 した。

ウメにおいて、N含 量は3.0%程 度で花芽の着生が良くなったという報告
"があるが、これよりも低い

値だった。また、N合 量は8月剥皮区および 6月剥皮区で無処F里区よりも高くなり、N含 量は剥皮処

理により低 下する1いという報告と一致 しなかった。P含 量は 7月剥皮区および 8月剥皮区が無処理区

よりも高かった。K含 量は 5月剥皮区および 8月 予J皮区で無処理区よりも高くなり、6月 剥皮区が

最も低い値を示 した.ま た、8月剥皮区と6月 剥皮区でその差は有意(P<0.05)で あった。Ca含 量

は 7月剥皮区および 8月剰皮区が無処理区よりも高く、 5月 剥皮区および 6月剥皮区は無処理区と同

程度だった.ま た、Ca合 量は0.16～0.52%で推移しており、ウメの生育障害発生樹の平均値1.64%り

を下回り、明らかな Ca欠 乏の数値を示 した。Mg含 量は無処理区が最も低 く、環状剥皮処理により

増加する傾向があった。Cu含 量は5月剥皮区が無処理区よりも高くなり、 7月 剥皮区で無処理区と

同じ値になった。Fe含 量および Zn含 量は無処理区が最も高く、環状剥皮処理により減少する傾向

があった。Mn含 量は8月剥皮区が無処理区よりも高く、各処理において多量値である200ppm"を上

匝]っていた。今後、特に Caお よび Mnに 着目した好適な肥培管理が必要である。

第 1表  環 状剥皮処理の時期の違いが柴内成分含量に及ぼす影響

葉内無機成

分 合  重

処 弾  時  期

対照区 5/7 6/2 7/1 8/1

N(%)

P(%)

K(%)

Ca(%)

Mg(%)

Cu(ppm)

Fe(ppm)

Mn(ppm)

Zn(ppnl)

2.09二上0.18

0t16±0.07

1.57こと0.02・b

O.16こと0.04

0.43二上0,08

5.27二上0 82

1 8 1 . 7 ±1 3 4 6

297.6二生16.4

51 0=と5.37

1 . 9 1 ±0 . 1 7

0.1l rO.02

1.64二生0.06ab

0 16こと0 05

0.52二上0.06

6.20■2.00

162.1±16.6

292.5t28 3

3 7 . 5 ±6 7 1

2.1lE上0。18

0 15±0.01

1.37±0.06a

O.17=LO.02

0.54二上0.03

4 . 2 7 ±1 . 1 0

128 4±18 3

262,2±18.0

40.1二上2.66

1,95■0.23

0.18二上0.04

1.48■0.02ab

O.52TO.41

0.62=LO.08

5.27±1.13

177.1こと29.9

264 1こと17.9

36.3二と9.17

2.204o.18

0  1 9 ±0 . 0 1

1 7 2± 0 0 8 b

O . 4 1 」= ( ) 。1 7

0.48こ上0.02

2.73=上0.73

1 1 2 . 9 ±1 0 , 9

3 t 3 7 . 0 ±1 2 . 1

48.5二上6.75

1)a, bは ダンカンの多重検定(5%レ ベル)

(3)茎 内無横成分含量

第 2表 に各処理におけるま内無機成分含量を示 した。N含 量は無処理区が最 も高 く、環状剥皮処理

により減少する1頃向があった.こ れは、葉内合量で述べた報告と一致した。P含量は処理時期が秋季

-19-



に近づくにつれ高くなる1頃向を示 し、無処理区が最も低く、8月剥皮区が最も高くなった。また、無

処理区および 5月剥皮区と8月 剥皮区の間でその差は有意(P<0.01)で あつた。K含 量は無処理区が

最も高く、環状剥皮処理により低下する傾向があった。一般的に枝や根における窒素、リン酸、カリ

の比率は客素10に対 して、リン酸 2～ 4、 カリ5～ 13である"が、本実験での分析結果はこの範囲内

であり、正常値であった.Ca含 量は5月 剥皮区が無処F堅区よりも低 くなった。Mg含 量は処理区間

でほとんど差は見られなかった。Cu含 量は 5月 剥皮区が無処理区よりも高くなった。Fe含 量は6月

剥皮区が無処理区よりも高 くなった。Mn含 量は8月剥皮区が無処理区よりも高 くなった。Zn含 量

は無処理区が最も高く、環状剥皮処理により低下する1頃向だった。また、Mg含 量および Mn含 量は

各処理とも葉内含量に対して 1/3の 値を示 した。

第 2表  環 状剥皮処理の時期の違いが実内成分含量に及ぼす影響

妻内無機成

分 含  量

処 理  時  期

対照区 5/7 6/2 7/1 8/1

N(%)

P(%)

K(%)

Ca(%)

Mg(%)

Cu(ppm)

Fe(ppm)

Mn(ppm)

Zn(ppm)

0.97二生0.13    0.94二上0.05

0.12二生0.00a   O.13=L0 00a

O.45こと0.06    0.40tO.01

0.40=生0,03    0,32 LO.03

0.16二生0.01    0.16こと0.00

6.03±1.75    7.30■0.35

117.5こと35.2    81.0二上7.54

82.0二生9,44    72.9二上8.99

32.7二生0.78    26 9こと1.91

0.91二上0.05

0.15二生0 00ab

0 35=LO.03

0.46■0.06

0.17二上0.00

4 63=LO.93

147.8二上73。9

55.4二上6.68

26.4二上2.54

0.80=上0.04

0.18■0.00ab

O.42二生0.03

0.51二上0,06

0.16tO.00

4.73±1.82

97.2二生9,27

80.5二生7.38

29.0二生6.72

0 96二生0.04

o。19=LO.01b

O.42‐0.05

0.52二上0 02

0 . 1 7 ±0 . 0 1

2.83=LO.37

78.2二上18.5

94.8=L8.40

25.3±4.61

1)a,bは ダンカンの多重検定(5%レ ベル)

(4)葉 内糖含量

第 3表 に各処理における案内糖分含量を示 した。シュクロースを除いた各糖は無処理区が最も低い

値を示し、環状剥皮処理により増加する1頃向だった。シュクロースは 5月剥皮区が無処理区よりも低

くなった。光合成産物の 一次的転流形態は多くの場合シュクロース(ショ糖)であるが、バラ科の果樹

ではソルビトールであるとされている
コ
。このため、各処理区とも5種類の糖の中でソルビ トールの

値が最も高くなった。全糖含量は無処理区が最も低くなり、環状予J皮処理によって師管内の光合成産

物の流動が阻止されていることが示唆 された。

第 3表  環 状剥皮処理の時期の違いが案内糖含量に及ぼす影響

処 理  時  期案内糖含量

(% ) 対HR区 5/7 6/2 7/1 8/1

フラク トース

ガラク トース

グ ル コ ー ス

ソフレビ トール

シュクロース

全 糖 含 量

0 20=LO.06

0.05tO.02

0.36=生0.04

1.80こと0.45

0.34こと0.05

3.18=LO.25

0.27=生0.02

0 . 1 5 ±0 . 0 1

0.6840.09

2.92二生0.37

0.33 LO.30

4.36=LO.59

0.32二上0.07

0.13こ上0.01

1.o94o.28

3.47こ上0.45

0 38こと0.11

5 38二上0.60

0.2740.10

0.0840,05

0.85こと0.31

3.59こと0.35

0.79二生0.33

5 57二生0.23

0.46=LO,17

0.15こLO.05

1.04二上0.35

3 27±1.02

0.38二生0,18

5.30±1.76
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(5)室 内糖含量

第 4表 に各処理における茎内糖分含量を示 したcフ ラクトース、ソルビ トールおよびシュクロース

で 5月 剥皮区が無処理区よりも低 くなった。ガラク トースは8月 剥皮区が無処理区よりも低 くなっ

た.グ ルコースは 7月剥皮区および 8月 剥皮区が無処理区よりも高くなった。ソルビ トールは葉内糖

含量と同様にどの糖よりも高い値を示 したc全 糖含量は5月予J皮区が無処理区よりも低 くなった,茎

内糖含量は環状剥皮処理による影響が明白ではなかった。

第 4表  環 状剥皮処理の時期の違いがま内糖含量に及ぼす影響

芸内糖含量

(%)

処 理  時  期

対照区 5/7 6/2 7/1 8/1

フラク トース  0 . 2 0 ±0 . 0 3

ガラク トース  0 . 0 8 ±0 . 0 3

グ ル コ ー ス  0 . 7 2 ±0 . 2 2

ソル ビ トール  186± 0.13

シュクロース  025± 0.02

全 糖 合 量  3 1 2 ±0 . 0 5

0.17二生0.00

0.15=生0.00

0.49=生0.00

1.74二生0.00

0.15TO.00

2.70■0.00

0.23■0.03

0,08こと0.01

0 58tO.01

1.971上0.04

0 33=と0.09

3.20■0。12

0 23二生0.06

0.12=生0.09

0 77二上0.20

2.13=LO.40

0.52■0.08

3.75こと0。76

0 23=生0 04

0.07 rO.03

0.71±0 11

1.91±0.41

0,33■0.06

3.25■0.45

5/7は 1反復のため標準誤差が 0

(6)デ ンプン含量

第3図に各処理におけるデンプン含量を示した。葉内デンプン含量は無処理区が最も低く、環状剥

皮処理により増加する1頃向だった。これは、糖合量と同じ傾向だった。一方、茎内デンプン含量は5

月剥皮区および6月剥皮区が無処理区よりも高くなった。前述のように、スモモの花芽分化は8月下

旬には終了するが、11月から3月中旬の休眠期間を経過しなければ花音発生は不可能である。よって、

デンプンの集積は花芽分化を直接的には誘導しないが、貯蔵養分としてえき芽を充実させて花雷とな

る副芽数を増加させ、結果的に花芽分化を促進するものと考えられているい。このことから、5月お

よび6月の環状剰皮処理は新梢を充実させ、花雷の発生を促進する可能性があるものと考えられた。

無処理区 6/7     6/2     7/1

処理時期

第 3図 環 状剥皮処理の時期の連いが案内(左図)およ

び室内(右図)のデンプン含量に及ぼす影響
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以上の結果から、ニホンスモモ 大`石早生
｀
 に おいて 6月 の環状剥皮処理が最も花芽分化を促進す

る可能性があることが示唆された。しかし、休眠期間経過後の花者の発生数を調査する必要があるだ

ろう。また、明らかな Ca欠 乏が認められたことから、今後は土援環境にも目を向ける必要がある。

日本スモモの成木を用いて、環状剥皮の時期の違いが花芽形成と葉および茎内の成分含量に及ぼす

効果について調査した。環状剥皮は5月 から8月 にそれぞれの月の上旬に主枝の基部に施 した。花芽

率、枝10cm当たりの花芽数は6月処理区で最も大きかった。5月処理区では対照区に比べて葉内のNl

P含 量が低かった。いずれの時期に環状剥皮をしても葉内におけるショ糖以外の糖含量が増大した。

茎内ではそのような1頃向は見られなかった。デンプン含量は葉内では6月処理LXで、室内では 5月処

理区で最大だった。

(1)

(2)

( 3 )

(4)
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